
 理科総合Ａ ２ 学期中間テス ト 問題用紙 
問題を 解く に あ た り 、必要な ら 下の原子量の値を 使え 。 

H:1.0, C:12.0, N:14.0, O:16.0, Na:23.0, Mg:24.3,
Al:27.0, S:32.1, Cl:35.5, Ca:40.1, Fe:55.8 Cu:63.5 

(周期律表) 

【問 1】周期表の空欄を元素記号で埋め、その元素記号と元素名を書きなさい。 

H  He

Li Be  B C N O F Ne

Na Mg  Al Si P S Cl Ar

K Ca Sc Ti V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga Ge As Se Br Kr

Rb Sr Y Zr Nb Mo Tc Ru Rh Pd Ag Cd In Sn Sb Te I Xe

Cs Ba  Hf Ta W Re Os Ir Pt Au Hg Tl Pb Bi Po At Rn

Fr Ra  Rf Db Sg Bh Hs Mt Ds Rg  

  ラ ン タ ノ イ ド 、ア ク チ ノ イ ド を 除く  
（物質の状態変化） 

【問２】次の文章の空欄を下の語句から埋めて文章を完成させなさい。 

物質は 、温度や圧力を 変化さ せる と 三態の間で変化する 。こ の変化を ［状態変化］と

い う 。固体から 液体にな る 現象を ［融解］、液体か ら 固体にな る 変化を ｛凝固｝と い う 。

その と き の温度を それぞれ［融点］・［凝固点］と い う 。ま た 、液体か ら 気体にな る 現象を

［蒸発］ま た は、気化と いい 、気体から 液体にな る 現象を ［凝縮］ま た は凝結と い う 。特

に液体の内部から も そ の気体が発生する 現象を［沸騰］と いい 、その と き の温度を［沸点］

と い う 。 

一気圧の元で は氷と 水が共存し てい る と き の温度は ０ ℃で あ る が、熱を 加え る と 氷の

体積は減る 。こ の と き こ の系は 熱を ［吸収］し てい る と 考え る 。吸収し た 熱は 氷が液体の

水にな る ため に使われる 。逆に［冷却］を す る と 氷の量が増え る 。こ のと き 、こ の系は 熱

を ［放出］し てい る と 考え る 。 

Ａ：冷却，Ｂ ：沸騰、Ｃ ：凝固点、Ｄ：放出、Ｅ ：状態変化、Ｆ ：凝固、 

Ｇ：吸収、Ｈ：融解、Ｉ ：融点、Ｊ ：沸点、Ｋ：凝縮、Ｌ ：蒸発 

 

（酸化と還元） 

【問３】次の文章の空欄を埋めるか、選択して文章を完成させなさい。 

銅線を 加熱し て空気中に放置する と 表面が黒く な る 。こ れは 、銅が［酸化］さ れて 酸

化銅(Ⅱ)がで き た ため で あ る 。こ の酸化銅(Ⅱ)を ア ルコ ールの蒸気中に入れる と 再び金属光

沢を 取り 戻す。こ れは ア ルコ ールに よ っ て銅が［還元］さ れたた めで あ る 。こ のよ う な 反

応を［酸化還元反応］と い う 。次の化学反応式は メ タ ノ ールと 酸化銅(Ⅱ)の反応式で あ る 。

Cu Ｏ＋  Ｃ Ｈ3ＯＨ    Ｃ ｕ  ＋  HCHO ＋  Ｈ2Ｏ  

反応前に比べて、銅の電子は［増え て いる /減っ てい る ］。こ のよ う に［還元］さ れる

と き は電子が［増え る /失う ］。言い 換え る と 還元と は 電子を［失う ／渡す］反応で あ る 。

こ の と き 、メ タ ノ ールは 銅に 対し て ［還元剤／酸化剤］と し て 働い て い る 。  
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（化学反応式） 

【問 4】次の化学反応式の空欄を埋めなさい。(係数が 1 のときも必ず 1 と書く) 

［ 2 ］CH3OH + [ 3 ] O2   [ 2 ] CO2 + [ 4 ] H2O メ タ ノ ールの燃焼 

［ 1 ］Fe ＋  [ 1 ]S         [ 1 ］FeS 鉄と 硫黄の反応 

［ 1 ］FeS + ［ 2 ］HCl  ［ 1 ］FeCl2 ＋［ 1 ］H2O 硫化水素の発生

［ 2 ］C4H10 ＋ ［ 13 ］O2  ［ 8 ］CO2 ＋ ［ 10 ］H2O ブタ ン の燃焼 

［ 2 ］C12H26 + ［ 37 ］O2  ［ 24 ］CO2 +［ 26 ］H2O 灯油の燃焼 

（化学式と物質の量） 

【問 5】次の文章の空欄を埋めて文章を完成させなさい。 

酸化鉄Ⅱ(Fe2O3)6.4g と 、ア ル ミ 粉末(Al)を 使っ て ［テルミ ッ ト ］反応によ っ て鉄を 取り 出

す実験を 行っ た 。 

酸化鉄と ア ルミ の粉末を よ く 混ぜて、それにマ グネ シ ウ ム リ ボ ン を さ し て点火し た ら 激し い

反応が起き て鉄が１ .６ g 取り 出せた。こ の実験を 元に次の計算で酸化鉄を 基準に し た 収率を

求めた 。こ の反応の化学反応式は 、 

Fe2O3 ＋  ２  Al →［２ ］Fe ＋   Al2O3 ・・・・(1) 

こ の反応式は、反応が完全に進めば、１ モルの酸化鉄から ［ ２  ］モ ルの鉄が取り 出せる

事を 示し て いる 。酸化鉄の式量を ［１ ６ ０ ］、鉄の原子量を ［５ ６ ］と し た と き 、こ の化学反

応式は 、酸化鉄［１ ６ ０ ］ g か ら は ［１ １ ２ ］gの鉄が で き る 事も 示し て いる 。 

今回の実験では 原料の酸化鉄は ６ ．４  g で あ る から 、こ の反応が完全にお き れば、取り

出せる 鉄の質量は約［４ ．５ ］g(理論値)と 見込ま れる 。 

と こ ろ が実際に取り 出せた鉄の質量は 、［１ .６ ］g で あ っ たの で、収率は 、約［３ ６ ］％ (小

数点以下四捨五入)と い う こ と が わか る 。収率＝ (実際の収量)／(理論値) 
(化学反応式と物質の量) 

【問５】エタノール 1５ミリリットルが完全燃焼した場合、何リットルの二酸化炭素と何ミリリットル 

の水ができるか？また、標準状態で何リットルの空気が必要か？ 

エ タ ノ ールの比重を 0.8、エ タ ノ ールの化学式を C2H5OH、空気には体積濃度 20％ の酸素

が含ま れて いる と し て計算する 。 
(1) 化学反応式を 完成さ せな さ い。 
(2) エタ ノ ール、酸素分子、二酸化炭素、水の分子量は い く ら か ？  
(3) エタ ノ ール 1 個と 何個の酸素が反応し 二酸化炭素と 水が何個で き る か ？  
(4) エタ ノ ール 1 モルと 何モルの酸素が反応し 二酸化炭素と 水がそ れぞれ何モルで き る か ？

(5) エタ ノ ール１ ５ ml は 何グ ラ ム か ？     (6) エタ ノ ール 1 モルの質量は 何グ ラ ム か ？  
(7) エ タ ノ ール１ ５ ml は 何モ ルか ？   
(8) こ のエ タ ノ ールから は二酸化炭素と 水がそ れぞれ何モル発生する か？  
(9) 発生する 二酸化炭素の体積は 何 l か？    (10) 発生する 水は 何グ ラ ム か ？  
(11) 必要な酸素は何 l か？                 (12) 必要な空気は 何 l か？  
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【問２】空欄に入る 単語の記号を 書け 。 
①  ② ③  ④ ⑤  ⑥ 

⑦  ⑧ ⑨  ⑩ ⑪  ⑫ 

 
【問３】欄を 埋める か、選択し て その語句を 書け  

① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑦  

 
【問４】  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 
⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲  

 
【問５】 
①  ② ③ ④  ⑤ ⑥ 

 
【問６】 
(1) [  ] C2H5OH ＋［  ］O2   ［  ］CO2 ＋［  ］H2O 

 

 エタ ノ ール 酸素 二酸化炭素 水 

(2)     

(3) 1個 個 個 個 

(4) 1 モル  モル モ ル モ ル 

  

(5) ｇ  (6) ｇ (7) モル  

(8) 二酸化炭素     モル  水      モル  

(9) 二酸化炭素     l (10) 水     ｇ  

(11) 酸素       l (12) 空気     l  

 小数点以下一桁ま で記入する 。 
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【問２】空欄に入る 単語の記号を 書け 。 
①  ② ③  ④ ⑤  ⑥ 
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【問３】欄を 埋める か、選択し て その語句を 書け  

① ② ③ ④ 

⑤ ⑥ ⑦  

 
【問４】  

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 
⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲  

 
【問５】 
①  ② ③ ④  ⑤ ⑥ 

 
【問６】 
(1) [  ] C2H5OH ＋［  ］O2   ［  ］CO2 ＋［  ］H2O 

 

 エタ ノ ール 酸素 二酸化炭素 水 

(2)     

(3) 1個 個 個 個 

(4) 1 モル  モル モ ル モ ル 

  

(5) ｇ  (6) ｇ (7) モル  

(8) 二酸化炭素     モル  水      モル  

(9) 二酸化炭素     l (10) 水     ｇ  

(11) 酸素       l (12) 空気     l  

 小数点以下一桁ま で記入する 。 
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Ｃ　炭素　　　 Ｎ　窒素　　　 Ｏ　酸素　　　  Ｆ　フッ素

Ne　ネオン　　 Na ナトリウム　Mg ĭĖļĦĚđį　　Al 　ďķĮĤđį

Si　珪素(ĚĶĘĻ)　S    硫黄(Đēđ)　　Cl　塩素　　　   K　カリウム

Ca  カルシウム　Fe  鉄　　　　  Cu　銅　　　　 Zn   亜鉛

Br   臭素　　　   Ag  銀　　　　  I      沃素(Ĵđ素)    Au   金

E (状態変化) 　 H(融解)　　F(凝固)　　  I (融点)　　  C(凝固点)        L(蒸発)

　  K(凝縮)  　   B(沸騰)　　J(沸点)　　　G(吸収)　　 A(冷却)　　   D(放出)

酸化　　　　　　　還元　　　　　　酸化還元反応　　　増える

増える　　　　　　増える　　　　　還元剤　　　　　　　

２　　  ３　　  ２　　  ４　　 １　　 １　　  １　　 １　　 ２　　  １

１　　  ２　  １３　 　 ８　 １０　　 ２　    ３７　  ２４　 ２６

テルミット　　　２　　　　２　　　１１２　　４.４８　　３６

１　　　　　　　　３　　　　　　　２　　　　　　３

４６.０　　　　　　３２.０　　　　４４.０　　　　１８.０

３　　　　　　　２　　　　　　　３

３　　　　　　　２　　　　　　　３

１２ ４６.０ ０.２６

０.５２　　　　　　０.７８

１１.６　　　　　 １４.０4

１７.５3 ８７.７


